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GOTの isozyme (m-GOT , s-GOT) は細胞内の局在が異なるため，肝組織に傷害が生じた場







対象は肝切除術を施行した 3 8 例である。切除肝の組織学的検索lとより， 1 7 例には肝硬変が認められ
なかった(非硬変群)。残る 2 1 例には肝硬変が認められた(硬変群)。術後l乙急性肝不全に隔った 5 症
例はすべて硬変群に含まれていた。硬変群を肝不全群と非肝不全群に細分した。
上記 3 8 例の末梢静脈血中GOT isozyme 値を術前，術中ならびに術後経時的に測定した。そのう
ちの 2 5 例(非硬変群 8例，肝不全群 4例，非肝不全群 1 3例)については手術時採取した肝組織中のG
OT isozyme の含有量を測定した。ロr-GOT は， Wada の抗体法にて測定した。術後 1 週間の血中




肝切除術後の血中 total GOT , m-GOT , s-GOT 値の変動は 3群の聞に有意差は認められな
かった。
肝組織中の GOT isozyme含有量は，非硬変群において， total GOT 1 2 7.4:t2 4.3 , m -GOT 
8 9.0:t1 9.1 , s -GOT4 0.8 士 4.7 (U/g)であり，硬変群において各々 85.3 ::t 20.3 ， 52.2 ::t 17.8 ，
3 3.1 士 9.2 であった。 3 者とも硬変群は非硬変群に比し，有意に低値であった。非肝不全群と肝不全群
聞に有意差は認められなかった。
残存肝組織中含有総量に対する血中漏出総量の比は，非硬変群 tot a 1 G 0 T1. 0 0 :t0.5 6 ，ロiGO
T O.3 1:t O. 1 2 , s -G 0 T 2. 5 3 :t1. 8 6 (労) ，硬変群は各々， 1. 7 2 :t1. 1 4 , O. 8 4 :tO. 5 7 , 
3. 4 1:t 2. 4 8 であった。非硬変群に比し，硬変群は total GOTならびに s-GOT の割合には有意
差は認められず， m-GOTの割合，すなわち相対的肝壊死量の指標が有意に高値であった。
また硬変群のうち肝不全群は t0 t a 1 G 0 T2. 6 5:t 1. 4 8 , m -G 0 T 1. 5 0 士 0.65 ， s-GOT 
4.9 1 士 3.1 9 (箔)であった。非肝不全群は各々1.4 3:t o. 9 1 , O. 6 3 :tO. 3 7 , 2. 9 5 士 2. 1 6 で
あった。肝不全群は非肝不全群に比し， total GOTならびに s -GOT の割合には有意差は認められず，
m-GOTの割合，すなわち相対的肝壊死量の指標，が有意に高値であった。
〔総括〕
1.肝硬変症例に於て肝切除術後のm-GOTの血中漏出総量の残存肝のm-GOT含有総量に対する
割合は，非肝硬変症例に比し，有意に大であった。
2. 肝硬変症例のうち 肝不全症例の肝切除術後のm-GOTの血中漏出総量の残存肝のm-GOT含有
総量に対する割合は，非肝不全症例に比し，有意、lζ大であった。
以上の成績より，残存肝に生じる相対的肝細胞壊死量の多寡が肝切除後の肝不全発生に関与すると推察
された。
論文審査の結果の要旨
本研究は肝臓に多量に存在する GOT isozymeのうちm-GOTの血中への漏出を細胞壊死の指標と
して，残存肝に生ずる壊死量を算出し，残存肝に占める肝細胞壊死量の割合を，相対的肝細胞壊死量と定
義し，肝切除術後の肝不全発生との関係を検討したものである。その結果，肝硬変症例の相対的肝細胞壊
死量は非肝硬変症例区比し有意に大である乙と，および，肝硬変症例のうち肝不全に陥った症例の相対的
肝細胞壊死量は非肝不全症例に比し有意に大であることを明らかにしている。
-270-
